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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
浅野 圭祐

豊かさを追求し求められる企業へ

2032年に売上高100億円を達成し日本No.1、2035年にグローバルトップ
クラスの試作開発支援・生産準備支援企業となる。No.1は規模ではなく、
一人当たり利益で業界トップとなる企業と定義する。

試作車ボディー（BIW）の組付け作業

〇本社所在地：群馬県伊勢崎市三和町

〇事業概要：試作開発・生産準備支援企業

〇常時使用する従業員：260名

（2026年8月時点）

〇現在の売上高：47億円

（ 2026年3月期）

〇法人番号：4070001014047

〇Web：https://www.asano-japan.com/

株式会社浅野（製造業）

企業ロゴ

事業所や製品の写真等

お客様の開発を止めない。お客様の未来に向けた困難な挑戦を、私たちのモノづくりの力で前へ進める。
その挑戦を通じて社員が成長し、会社を強くし、生まれた成果と利益を社員や技術、設備へ還元する。
そして、より豊かで安心・安全な社会の実現につなげていく。
売上高100億円になること自体が目的ではなく、100億円企業へ成長することで、
私たちの理念とミッションを、より多くのお客様、社員、社会に対して実現できる会社を目指します。

・国内市場の変化と特定顧客依存に対応する、国内外の顧客基盤の拡大
・物理試作中心から、設計・シミュレーション、生産準備までの
支援領域の拡張

・受注前の利益設計と全社標準化による、需要変動に左右されない
収益構造の確立

・海外事業と100億円企業を担う人材の採用・育成、拠点整備、アライア
ンス・M&Aを活用した成長基盤の強化

・国内外の顧客・市場基盤を拡大
自動車に加え、航空宇宙・新モビリティ・半導体等へ展開 

・試作を核に支援領域を前後工程へ拡張
設計・シミュレーション・先行開発から生産準備・小ロット量産まで 

・量産成功を見据えた提案型ビジネスへ進化
VAVE・工程設計・モノづくりコンサル等を事業化 

・海外事業を第二の成長の柱へ
インドの現地化を軸に、米国・欧州への展開を強化 

・技術開発・共創・M&Aで成長領域を獲得
独自技術、新機能、新市場を継続的に取り込む

・社長・営業部によるトップ営業で国内外の新規顧客・新市場を開拓 

・技術開発部を再構築し、先行開発人材の採用・育成と外部共創を強化

・戦略的な派遣・出向で顧客の開発・量産ノウハウを獲得し、社内へ展開 

・生産技術・生産統制機能を強化し、受注前から利益・工程・生産方法を設計 

・海外拠点・JV・アライアンス・M&Aを活用し、不足する機能・人材・技術を補完
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